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令和５年４月２５日(火) 発行者 校長 刈 山 弘 全

昭和２０年８月９日、原子爆弾により長 本校では、「衣替え期間」を設けており

崎市は壊滅状態となりました。長崎大学教 ません。天候や健康状態に合わせて、夏服・

育学部の前身である、長崎師範学校男子部 合服・冬服を選択してくだ

及び本校の前身ともいうべき男子部附属国 さい。なお、行事等により、

民学校も、破壊されました。 服装を指定することがあり
同年１０月に大村市へ移転しましたが、 ますので、その際にはお知

その後１年半、師範学校の定位置も附属学 らせします。
校の開設も未定のままに時が過ぎました。
そのような中、昭和２２年に六・三制（義

務教育が３年間延長されました）の発足を
迎えました。本校は、同年４月２８日、大 今年度の中総体は、次の日程で実施予定
村市の旧大村連隊跡に、長崎師範学校男子 です。
部附属中学校として開校しました。兵舎一
棟と厩舎（きゅうしゃ）、倉庫を校舎とし 【長崎市中総体（６月）】
て与えられ、最低限必要な机や黒板だけを １０日（土） 陸上・球技・剣道
備えて発足したそうです。その後、昭和 １１日（日） 陸上・球技・柔道・新体操
２８年に長崎市に移転し、昭和４３年に現 １２日（月） 球技
在の位置に校舎が完成するまで、本校は７ １７日（土） 水泳・体操
回の移転と５回の校名変更を経ています。 １８日（日） 水泳・空手道
近年では、平成１９年度に耐震改修工事

が行われ、雨漏りやトイレの悪臭など、校 【長崎県中総体（７月）】
舎の老朽化に伴う諸問題の解決も図ること ２２日（土）～２４日（月）
ができました。また、令和４年度には、体
育館の大規模改修工事により、各設備の更
新や換気設備等の新設が行われました。新
しくなった校舎や体育館で、気持ちよく勉
強に取り組むことができることに感謝し
て、各施設を大切に使用したいものです。

先日の育友会では、日本探究の実施
本校の卒業生は平成１０年度に１万人を

日を11/28(火)～30(木)とお知らせしま
超え、昨年度までに１４，２６６人が巣立

したが、正しくは11/29(水)～12/1(金)
ちました。そして、先輩方の多くが各界で

でした。お詫びして訂正いたします。
活躍されるとともに、卒業後も本校を支え
てくださっていることに深く感謝したいと
思います。

２日（火）実行部会 １６日（火）附中祭「春」予備日

８日（月）附中祭「春」全体練習 １７日（水）附中祭「春」振り返り

９日（火）附中祭「春」全体練習 １８日（木）生徒集会（附中祭「春」表彰）

１０日（水）附中祭「春」総練習 尿検査②

１１日（木）附中祭「春」全体練習 ２３日（火）育友会理事・評議員会

１２日（金）附中祭「春」会場設営 ２５日（木）運動器検診（該当者）

１４日（日）附中祭「春」 ３０日（火）耳鼻咽喉科検診（１年生）

１５日（月）振替休業日 ３１日（水）尿検査③

４月２８日は創立記念日です

５月の行事

中総体の日程について

衣服（制服）の調整について

２年生の保護者の皆様へ（お詫び）




